
♦ 1011 ♦ JAひがしみの

　
持
続
化
給
付
金
と
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

る
販
売（
営
業
）自
粛
や
価
格
低
迷

等
に
よ
り
特
に
大
き
な
影
響
を
受

け
る
事
業
者
に
対
し
て
、事
業
の

継
続
を
支
え
、再
起
の
糧
と
し
て

い
た
だ
く
た
め
、事
業
全
般
に
広

く
使
え
る
給
付
金
で
す
。Ｊ
Ａ
で

は
、農
家
の
皆
様
の
給
付
申
請
に

関
す
る
相
談
を
受
け
た
り
、申
請

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
に
は
、感
染
予
防

と
三
密
回
避
の
観
点
か
ら
、予
約

制
に
て
行
い
ま
す
の
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。

●
持
続
化
給
付
金
申
請
期
間

　
令
和
２
年
５
月
１
日
〜

　
令
和
３
年
１
月
15
日

●
予
約
相
談
窓
口

　
営
農
部

TEL
０
５
７
３（
７
８
）０
１
３
７

応
募
資
格

　
原
則
、満
18
歳
以
上

　
（
令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
）

・
性
別
と
農
業
経
験
は
不
問

・
現
住
所
並
び
に
東
美
濃
地
域
に
て
用
地
の

有
無
は
不
問

・
原
則
、
就
農
後
は
東
美
濃
地
域
に
在
住
で

き
る
方

・
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
に
加
入

し
ト
マ
ト
の
生
産
並
び
に
共
同
出
荷
に
意

欲
的
な
方

応
募
方
法

応
募
用
紙（
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）と
履
歴
書（
写
真

貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、下
記
窓
口

へ
郵
送
。（
封
筒
に
ト
マ
ト
研
修
生
応
募
書

類
在
中
と
記
入
く
だ
さ
い
）

説
明
会
・
募
集
期
間

当
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
下
記
の
相

談
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

  

研
修
生
募
集
ガ
イ
ダ
ン
ス

夏
秋
ト
マ
ト
研
修
圃
場
お
よ
び
選
果
場
見

学（
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
本
店
お
よ
び
夏
秋
ト

マ
ト
圃
場
・
選
果
場
に
て
）

※
説
明
会
参
加
希
望
の
方
は
別
途

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

面
接
選
考
会

詳
細
な
日
時
等
は
応
募
者
に
直

接
連
絡
し
ま
す
。

受
講
者
決
定

　
選
考
結
果
通
知
し
ま
す
。

研
修
内
容

期
間　
令
和
３
年
４
月
〜（
２
年
以
内
）

場
所ひ

が
し
み
の
夏
秋
ト
マ
ト
研
修
農
場
ま
た

は
あ
す
な
ろ
塾
長
圃
場

内
容

　
ト
マ
ト
栽
培
技
術
や
経
営
に
関
す
る
実
技
、講
義

講
師　
ト
マ
ト
生
産
者

協
力　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
、岐
阜
県
恵
那
農
林

事
務
所
、中
津
川
市
、恵
那
市

条
件研

修
に
か
か
る
個
人
経
費（
作
業
服
や
研
修

施
設
ま
で
の
交
通
費
等
）お
よ
び
生
活
費
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

研
修
開
始
ま
で
に
傷
害
保
険
に
加
入
い
た

だ
き
、研
修
中
の
災
害
補
償
に
つ
い
て
は
、

ご
自
身
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
窓
口

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
営
農
部　
東
美
濃
夏
秋

ト
マ
ト
生
産
協
議
会
事
務
局

〒
５
０
９‒

９
１
３
２

岐
阜
県
中
津
川
市
茄
子
川
１
６
４
６‒

１
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
３‒

７
８‒

０
１
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
５
７
３‒

６
８‒

２
８
１
９

申請には、下記の書類等が必須になりますので、必ずお持ちください。
来店の際は、下記のチェック欄　　を活用いただき、ご確認ください。

①
支
柱
立
て
・
整
枝
・
剪
定
・
誘
引
・
葉
か
き

　
１
株
で
主
枝
を
４
本
残
し
ま
す
。Ｖ
字
型
に

本
支
柱
を
立
て
、主
枝
２
本
ず
つ
を
左
右
に
振

り
分
け
て
誘
引
し
ま
す
。主
枝
か
ら
出
る
側
枝

は
、蕾
の
上
１
枚
葉
を
残
し
て
摘
み
取
り
ま
す
。

収
穫
後
、側
枝
の
葉
１
枚
残
し
て
切
り
取
り
ま

す
。古
い
葉
や
込
み
合
っ
た
と
こ
ろ
は
、早
め

に
葉
を
か
き
取
り
ま
す
。株
元
ま
で
光
が
入
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

②
潅
水
・
追
肥

　
乾
燥
を
嫌
う
の
で
潅
水
を
こ
ま
め
に
行
い
ま

す
。畝
間
の
潅
水
は
夕
方
か
ら
夜
間
に
行
い
ま
す
。

追
肥
は
、肥
切
れ
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
生
育

を
確
認
し
な
が
ら
畝
の
肩
に
穴
を
開
け
施
用
し

ま
す
。花
の
色
が
薄
く
な
っ
た
り
、雄
し
べ
の

長
さ
が
短
く
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

③
収
獲

　
果
実
が
お
よ
そ
１
０
０
ｇ
に
な
っ
た
ら
収
穫
し
ま

す
。収
穫
は
朝
の
涼
し
い
時
間
に
行
う
と
収
穫
後
の

鮮
度
が
保
ち
や
す
く
な
り
ま
す
。若
採
り
を
行
い
草

勢
の
低
下
を
防
ぐ
と
、収
穫
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。

2020年
6月

情 報

持
続
化
給
付
金
の
申
請
を
さ
れ
る
方
へ

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

令
和
３
年
度
　ひ
が
し
み
の
夏
秋
ト
マ
ト
研
修
生
募
集

申請に必要な
書類

個　人

前年分

青色申告の場合
2019年分の確定申告書第一表の控え
（受付印が押してあるもの）

本年分

法　人
法人の場合
2019年分の確定申告書第一表の控え
（受付印が押してあるもの）
法人事業概況説明書の控え（２枚）

【対象月の月間収入がわかるもの】
売上台帳、帳面その他の2020年分の確定申告の基礎となる書類

【口座情報】
申請者本人名義の通帳（※給付金の受取り口座用）

（注）経営内容によって必要な書類が異なる場合がありますので、必要に応じお問い合わせ下さい。

個人事業主の場合：本人確認書類（運転免許証、個人番号カード 等）

白色申告の場合
2019年分の確定申告書第一表の控え
（受付印が押してあるもの）

青色申告決算書の控え（２枚）

2020年
6月

な
す
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て  

〜
長
期
間
収
穫
の
コ
ツ
〜

誘引の例
枝が垂れないように、

支柱とひもを使い誘引します

切戻し剪定

草勢を判断する方法

第1腋芽を残す
孫枝の花が咲いたら
①で摘心

第2、第3
腋芽はとる

花

花

花の上の1葉を
残して摘心

側枝
主枝

側枝

①

②
③

①

側枝の葉が大きくなったら
本葉①をとる

果実収穫時に②で剪定
孫枝の葉が大きくなったら
③をとる

ビニールひも
（20～30cm間隔）

支柱

針金

中花柱花長花柱花 短花柱花

栄養が不足しつつある健 全 栄養不足

柱頭柱頭（長い）

葉は上向き
色ツヤがよい

咲いている花から上に
花がついていないか、
ついていても貧弱

咲いている花の上に
展開葉が少ない

下葉は垂れ
下がりやすい

花は
大きい

茎は太い

柱頭（短い）

柱頭は、長花柱花と
いって柱頭が上に
出ているのが正常

栄養不足や日照不足、高温などで草勢の弱まった
時は、短花柱花（柱頭が短い花）が多くなって落花
が増えることになります。
速効性の肥料を追肥するとよいでしょう。

畝の肩に追肥

孫枝

トマト栽培研修生
募集中


